



















開校され、同年四月二三日三軒茶屋 新築校舎が落成した。その後、学制公布後の明治六年（一八七三）五月に太子堂村幼童学所と名称を変え、さらに同年 二月二四日東京府は第七大区第二中区第四小学荏原学校と名称を新 にし、荏原学校は翌明治七年（一八七四）一月九日に開校 。
また、太子堂郷学所の衾村分校も、明治六年五月衾村幼童学所と名称を変え、明治七年一月一二日、第七大区第二中区第五番小学八雲学校として開校した。　
郷学とは郷村に設けられた学校の意で、郷学所、鄕校、




































』 （以下『目黒通史』 ） 、 『世田谷教育史』通史編
（（
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（/（0 代田 円乗院 （（ （（ （（ （ （（ （（ （（
（/（（ 赤堤 西福寺 （（ （0 （ （（ （
（/（ 上馬引沢 曹円寺 （（ （（ （（ （ （
（/（ 等々力 満願寺 （（ （（ （（ （ （（
（/（（ 池尻 常光寺 （（ （（ （（ （（ （（ （ （ （（
（/（（ 代田 円乗院 （（ （（ （（ （（ （（ （（
（/（（ 赤堤 西福寺 （（ （0 （ （ （（
（/（（ 上馬引沢 曹円寺 （（ 0 　　大風雨のため筆子欠席 出 出 出
（/（ 池尻 常光寺 （（ （（ （（ （（ （（ （ （ （



























































































手習い師匠筆子最多出席数 （ （（ （ （（ （（ （ （（ （（ （（ （ （（ （（ （ （（ （ （ （（ （（
表１　「太子堂郷学所巡回授業　村別手習師匠と筆子出席状況」










































































































































































































以前、 明治四年 開校 向け の校舎新築は 番組にとって資金確保、校舎設計・施工すべてにわ る大事業であったであろう。　
また郷学本校を三軒茶屋に取建とあり、 「本校」の言葉




















金」の文言は見あたらない。史料には、 「備金積立無尽」の文言が登場する。明治四年春から夏に けて、五番組で実際に行われた郷学所の取立は、 「鬮」あるいは「備金積立無尽」と呼ばれた仕法である。　
明治四年三月六日の衆議では、郷学 備金の取立て仕法
に関する詳細が衆議さ とみられる。三月六日は、池尻常光院で郷学所の九回目の巡回による最終授業が行われた



















































































































































































ける衆議を経て二一日の馬引沢村での評決で、 「備金積立無尽講」の詳細が決まり、五番組役所は二三日付け文書を作成している。 「備金積立無尽講」は、三月二九日下北沢村森厳寺発会と決められた。村々への積立備金は、 「鬮数半高半家数」に割当てる仕法で鬮数が決定・通知され二九日には鬮、すなわち無尽講が実施されている。ここには「七月
ヲ
壱切」と決めたとされているが、実際にはこれ














集金一二五両から、当り鬮と無尽講開催の経費総額五五両を差し引くと、一回の積金額は七〇両余で、七回の郷学積立備金総は四九〇両余となる。およそ積算総額五〇〇両の無尽である。この七回の無尽講では、全村が「壱弐本宛見込御丹誠被成下候」とあって、割当て数を超えて全村が鬮を引き受けることで、総額五〇〇両を超す「積立備金」が得られると積算されてた。さらに無尽講からの積立備金を「無尽積金」として貸し付け、利をあげ一ヵ年の郷学所の運営費用にあてようと図ってる。郷学所の「入費」 （経費）は一ヵ年分として計算し、そ には「小費」として ①太子堂村に予定している校舎新築の普請費用、②教師へ 月給、③生徒へ与える費用が、想定 いた。　
三月三日の郷学備金見込と二三日に決められた仕法を比
較すると、本当り 本が一二両から一〇両へと減額される一方、大花一両二分当り二本が三 当り四本に、中花が二歩当り七本が一二本と、戻 金高や鬮数 大きく増加している。無尽講はこのように当り額や当り を増 人々
の射倖心に働きかける鬮へと変わっていた。それにより一回毎 無尽経費が四五両から五五両に上昇したことをうけ、無尽講は五回から七回実施へと変り、村々からの積立備金も四百両程から五百両程へと増額されていっ 。　
ところで郷学所の開校備金が、各村からのいわゆる「取














収策として、この時無尽講が実施された理由を、直截に説いた文書は未詳である。しかし、近世後期から明治期の森家文書あるい 近隣村々の家文書には 多 数 の金銭

















が村の石高で算定された場合、千本すべてが家数で算定された場合 試算鬮数も書き添え また 品川県が明治年「社倉取立」として、各村に積立 命じた「貯穀石代金」も、参考として付記した。　
まず表２から、五番組が実際に「半高半家数」で村に割
当た鬮数と本稿が試算した割当て鬮数と比べてみたい。経堂在家村を例にみると、経堂在家村の実際の鬮数は四四本、惣石高で試算した鬮数は四七本、惣 数で試算した鬮数では四二本となる。半高半家数による割当て鬮数であっても、惣石高や惣家数による試算の鬮 であっても、 に大差はない。鬮一本は金二朱と五番組 定めていたので、経堂在家村の鬮四 本は、 高では 両二分の割当てになったと考えらる。表２から経堂在家村と同様の傾向にあったのは、松原・若林・三宿・野沢・池沢の村々といえよう。　
次に太子堂村を例にみると、太子堂村は、惣石高で試算
した鬮は五本にすぎないが、惣家数で試算する 三七本もなる。太子堂村は、実際には 鬮一八本が割り当てられたのであ から、鬮の算定方法 よって大き 差違が生じたと考えられる。太子堂村の鬮数を金 に直す 、惣石高の試算では二分二朱、惣家数の試算では四両二分二朱 実際の一八本 両一分となる。このよう 惣石高割や惣家数割、あるいは半高・半家数割で鬮を算定すると、鬮の割当て数に大きな差違が表出する村は、池尻・中馬引沢・ （増上寺領）等々力・衾村等 村々といえよう 五番組役所の「半高半家数」割の郷学所備金取立の仕法は、維新期の五番組各村の状況や村民 生活の実態を反映した方策であっ











割当数 石高割 家数割 石代金
（ 経 堂 在 家 村 （（ 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 赤 堤 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 松 原 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 代 田 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 若 林 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （0 貫
（ 下 北 沢 村 （（ 本 （（0 石 （ 升 （ 合 （ 勺 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 太 子 堂 村 （（ 本 （（ 石 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（ 上 馬 引 沢 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （ 勺 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 三 宿 村 （（ 本 （0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （ 貫
（0 池 尻 村 （（ 本 （（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（（ 上 目 黒 村 （（（ 本 （（（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （ 勺 （（（ 軒 （（（ 本 （（0 本 （（（ 貫
（（ 深 沢 村 （0 本 （（（ 石 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 中 馬 引 沢 村 （（ 本 （（ 石 （ 斗 （ 合 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（（ 下 馬 引 沢 村 （（ 本 　 　 　（（（ 石程ヵ） （（ 軒 （（（ 本） （（ 本 （（ 貫
（（ 野 沢 村 （0 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 奥 沢 本 村 （0 本 　　　　（（（（ 石程ヵ） （（ 軒 （（（ 本） （（ 本 （ 貫
（（ 奥 沢 村 （0 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 池 沢 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 等 々 力 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （0 本 （（ 貫
（0 上 北 沢 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 等々力村増上寺領 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 衾 村 （（ 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （（（ 本 （（ 貫





　（ 試算割当数は、三月三日前後の「郷学備金見込」により鬮数 （000 本で試算、小数点第一位四捨五入。
　（ 村高・家数総計は、下記の各史料からの数値。
　① a 太子堂村は、他に彦根藩領分 （ 石余がある。b 若林・上馬引沢・中馬引沢は『世田谷通史』（（ 頁。c












































































































































































































すので、一回の の貸附用積立備金額も五 両 なる。また「毎月廿一日会合仕」とあるので、毎月 一日に五〇両が、郷学所の備金として積立てられていく計画である。端的にいえば、五番組が実施した村々へ 割当「鬮千本無尽・積立備金七〇両」七会無尽講を否定した 五番組有志による毎月永続開催の「鬮五〇本無尽 備金五〇両」の計画である。　
さて、振り返ってみると郷学所開校の時期、五番組の郷
学所開校の資金には、 「起立備金」や「取立備 」と呼ば












（ 備金積立の目的 開校一ケ年程の維持・運営資金 永続的な「学校」の維持・運営資金














（000 本で、単価は金 （ 朱
金 （（（ 両
（0 本で、単価は金 （ 両 （ 分
金 （（ 両
（ 当籤「割返」と開催経費 金 （（ 両 金 （（ 両 （ 分
（ 一回備金積金分 金 （0 両 金 （0 両
（0 備金積金分の総額 無尽講七回分で （00 両余 金 （0 両×月数
（（ 運用 年１割 （ 分貸しカ…「利金」 年 （ 割貸し…「利金」













































には多大な資金を要する。五番組役所は「積立備金」として、まず九〇〇両から一〇〇〇両ほど 資金の調達を考えていた。開校資金の内五〇〇両は、五番組村役人一四人の寄付によったが、五〇〇両は五番組全村 の取立が図られた。村への取立 村割当ての無尽講（千本鬮）の実施による徴収から、その後有志による新たな無尽講の計画へと変わっていった。このように村方からの資金調達の仕法が変更されたのは、五番組 どのような状況や、郷学所開








村の困窮の状況が、品川県役所による社倉金の取立のような全 民から 強制的な取立て方式（極貧層を除く）を回避させたと考えている 当時の村の状況は、五番組が全村からの取立備金を七回の無尽「半高半家千本鬮」の実施とさせ、さらに村へ 割当 を全く否定した有志者からの五〇本鬮へと転換させた、と考えている。　
それではなぜ五番組は全村あげて 「毎月一本二朱、 半高・



































衾村幼童学所の 「小学校ニ御引直し」 を願った文書にも、 「永






























村々、従前より之寄場組合廃止」し、改めて品川県が設けた全県域二四番組の「番組」の一つである。五番組では、下北沢 年寄・月村重蔵へ御用取扱が申付けられている （ 『品川県史』二四六～二四八頁） 。 『武蔵野市史』四二七頁には、新行政区画も支配之者も近世同様で、こ 時期はまだ近世の延長のような感があった、と述べている。
（
（）  「沿革史甲号」世田谷区立若林小学校所蔵文書（森安彦監修『世田谷区教育 』資料編、昭和六三年 四〇七～四四〇頁（以下『世田谷資料』 ） 。
（
（）  「太子堂郷学所」 （東京都教育研究所編集・発行『都資料二』一九七一年）八八五～八九〇頁。




























による。 （児玉幸多監修、東京都品川区編集・発行『品川県史』 「品川区資料編別冊 」昭和四五年）二四六・二 七頁、 ならびに「品川県管轄村名控」同『 県史』三〇〇頁。但し、下野毛村は彦根藩領分一七〇石余が村高の 二％ほどを占め 郷学所の開校には関係がみられない。本稿は五番組二二ヵ村として考察した。
（










（（）  「品川県」の宛どころと品川県庁からの「御聞届」は、 「沿革誌甲号」前掲『世田谷資料』四〇九頁にならっ 末尾に付け加えた。
（
（（）  「起立備金積立」 「沿革誌甲号」 に記載 （前掲 『世田谷資料』 ）四一六・四一七頁。文書作成年は未詳だが、郷学所の動向から、明治三年一 月頃 明治四年二月頃まで作成された考えられる。
（
（（）  「明治四年辛未正月廿日発校」 （前掲『世田谷資料』 ）四〇九頁。








谷郷土資料館所蔵。昭和五六年『旧荏原郡太子堂村名主森家文書目録』刊行後に森家から同館に寄託されたもの。前記「取立備金仕法帳」は、欠年の史料群中に所蔵。なお倉沢剛「学制以前の品川県の郷学校の発足」 （前掲『小学校の歴史Ⅲ』 ）三二八頁に、こ 廻状の前半を中心とした翻訳紹介がある。
（






（（）  「衾村内へ郷学出張所取立ニ付願書」世田谷区立若林小学校所蔵文書（前掲『世田谷資料』 ）四二五・四二六頁。 「差上申御請書之事」八雲創立始末記、抜粋（前掲『目黒資料』 ）二九・三〇頁。
（
（（）  「今般郷学の義」太子堂村森家文書（前掲『世田谷資料』 ）三九四・三九五頁。明治四年三月二二日 「郷学備金無尽一件の表題で、 「今般郷学の義 「郷学備金仕法」を連記。
（
（0）  「郷学積備金仕法」太子堂村森家文書（前掲『世田谷資料』 ）三九五・三九六頁。
（
（（）  「社倉政策と門訴事件」 （前掲『品川県史』 ）五九～七七頁。 「社倉穀代金一時御繰替御下ケ金願」 （前掲『目黒資料』 ）一一六～一一七頁。森安彦「明治初年の農民闘争―東京周辺品川県社倉騒動―」 （ 『幕藩体制国家の基礎構造』吉川弘文館、昭和五六年）五九七～六四八
（








村名主田中家文書（世田谷郷土資料館編集『世田谷区資料叢書』第八巻平成五年）四三八頁。他に『世田谷叢書』 、九巻、 『世田谷区諸家文書目録』 『旧荏原郡太子堂村名主森家文書目録 など。
（





鬮割当数」 、 前掲 「郷学積備金仕法」 他より作成。鬮割当数は、千本無尽講で明治三年三月二九日開始から実際に各村に七回宛割当てられた鬮数。
（
（（）  「郷学規則之事」太子堂村森文書（前掲『世田谷資料』 ）








（（）  「教場に掲くる所の県庁よりの諭告」 「沿革誌甲号」 （前掲
『世田谷資料』 ）四一八頁、他。
（
（（）  「約則定例」斉藤家文書（前掲『目黒資料』 ）二〇・二一頁より。 「約則之事」 「沿革誌甲号」 （前掲『世田谷資料』 ）四一三・四一四頁。
（









（（）  「信友良積会」は、 「取立備金仕法帳
　
太子堂村控」に続
き「郷学備金見込」が記され、さらに「信友良積会 の標題で構想に類するメモ書きが書き残 れていたもの。これは、橋本佐市（池沢村名主）の書き留めた見込で、 「会員百人、毎月一両、五十会満尾」等を す。森家文書 五九二、世田谷郷土資料館所蔵。
（











（（）  「乍恐以書付奉願上候」 「荏原小学校「沿革誌乙号」 （前掲
『世田谷資料二』 ）四二七頁。
（
（（）  「乍恐以書付奉願上候」岡田家文書（ 「前掲『目黒資料』 」 ）六八頁。 「衾村内へ郷学出張所取立ニ付願書」世田谷区立若林小学校所蔵文書 （前掲 『世田谷資料』 ） 四二五・四二六頁。 「差上申御請書之事」 、 「八雲創立始末記、抜粋」 （前掲『目黒資料』 ）二九・三〇頁 衾村、上北沢村分校の願書を掲載。
（
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